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高瀬恭介先生定年退職記念号に寄せて

経済学部長 大 林 弘 道

高瀬恭介先生は,平 成14年3月31日 付 けをもって本学 を定年 ご退職され ました。

先生 は熊本県 八代市 にお生 まれ にな り,昭 和19年 に熊 本県立 八代 中学校(旧 制)に 入学 さ

れ,学 制改革 によ り4年 終了の昭和23年4月 に同八代高等学校(新 制)2年 に編入学 され ま し

た。 同高等学校卒業後,昭 和25年4月 に九州大学経済学部に=進学 され,昭 和29年3月 に同学部

を卒業 されま した。同年4月 直ちに第一一銀行に入行 され ました。 そして,営 業部外 国課で研修期

間を過 ごされ,昭 和36年5月 に,先 生の本来の志望であった調査部調査課 に移籍 されま した。

それ以後,昭 和61年10月 に同銀行 を退職 し,次 いで同ll月 に第一勧銀経営セ ンター取締役に

就任 され,さ らに平成2年 九州国際大学国際商学部教授 に就任 されるまでの期間,一 貫 して調査

業務に従事 されてお りました。その成果 は内外マ クロ経済,金 融,企 業経営 に関す る研究お よび

評論活動 となって世 に問われるこ とにな りました。初期 の頃 よ りご勤務先 の 「第一銀行調査 月

報」「第一勧銀産業調査資料」その他の専 門誌 に最新時の金融情勢や金融 問題の分析 ・論評 を発

表 されてお りましたが,昭 和60年 頃よ り,プ ラザ合意 による円高 を挟 んだ金融 自由化か らバブ

ル経済 に至 る過程 を金融変革 として捉 え,「 経済評論」 を中心 に次 々と論文を発表 され,金 融問

題の所在 を鋭 く指摘 し,広 く社 会に啓発 ・警鐘 に努めて こられ ま した。それ らの論文 は昭和63

年 『金融変革 と金融再編成』(日 本評論社)と して纏め られ,そ れに より平成4年 九州大学か ら

博士(経 済学)の 学位 を授与 されま した。

その後,平 成5年 に千葉経済大学経済学部教授に就任 され,さ らに,平 成9年 本学経済学部教

授 に就任 され ました。その間,1990年 代 の金融変革の世界的急展開を踏 まえ,そ の理論化 ・体

系化 をめ ざして,平 成7年 には 「金融変革 と銀行経営』(日 本評論社)を 出版,平 成11年 上記著

書に新たな考察の成果を加筆 され,新 版 として刊行 されま した,

以.ヒの先生の ご経歴か ら分か ります ように,先 生 は大学で学 ばれた経済学 を理論に止めること

な く,金 融の現場の実際の中で検証 し,金 融 についての理論 と実証にわたる経済学 を再構築 し,

後年再 び大学でそれを若い世代 に伝 え,教 授 して きたとい うことがで きます。最終講義 の 日,講

堂を埋 める多数の学生が金融経済の理論 と実態 に通暁 された先生の講義 を真剣 に受講 していたこ

とが思い出されます。 また,先 生は 日頃会議な どでは積極 的に発言 される方ではあ りませ んで し

たが,ゼ ミナールの学生 などとは,熱 心な指導 と相 まって,コ ンパなどにも親 しく付 き合われて

いる楽 しげな姿を しば しばお見受け しました。地方の旧家 に生 まれ育 った先生の人を育てる熱心

なお気持ちの表れ と推察 してお りました。
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定年 ご退職後 も先生には本学経済学部の非常勤講 師をお願い してお りますが,今 後 とも健康 に

ご留意 され,困 難の増す金融情 勢の分析 にお元気にご健筆 を振 われ ます ようご期待 申 し上 げ ま

す。


